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❶ 阿賀学とは

阿賀町の「ひと・もの・こと」に学ぶ。こ

れが阿賀学です。

キャッチフレーズは、「阿賀町のひと・

もの・こと、すべてが先生」です。



❷ 阿賀学の役割
幼児期

学童期

中学期

高校期

阿賀学は「阿賀町15年教育」が

目指す「ふるさとを愛し、夢をもち、

意欲的に学び、自らの未来を切り拓

く子」を育む中心的な役割をもちま

す。

阿賀学

目指す子ども
阿賀と自分の
つながりの自覚

探求的な学び



❷ 阿賀学の役割
【幼児期】ふれあう。

【学童期】知る・伝える。

【中学期】考える・行動する

【高校期】貢献する。

それぞれの段階において、次のこと

を大切にします。

幼児期は「ふれあう」、 小学期は

「知る・伝える」、中学期は「考える・

行動する」、高校期は「貢献する」

です。

これらを踏まえ、阿賀学（単元構

想、実際の活動等）を進め、目指

す子どもの姿を実現します。

阿賀学



❸ ３つの
要素

【要素１】・「ひと」を通じて「もの・こと」を学ぶ。

▶地域学
【要素２】・「ひと」を学ぶ。

▶キャリア教育

【要素３】・「未来」を考える。

▶SGD’ｓ



❹ ６つの
カテゴリー

阿賀学は、「ひと・もの・こと」を、

６つのカテゴリーをつくり分類して

います。

阿賀学を創る（単元構想や

実際の活動等）視点（参考・

ヒント）とします。



❺ はじまりの学習
「水と森の学習」

「阿賀学」は、はじまりの学び「水
と森の学習」からスタートします。

これは、総合的な学習の時間で
阿賀学を学び始める小学3年生を
対象とした単元です。

阿賀町の豊かな森林と福島県を
源流とする阿賀野川。これらと阿
賀町に暮らす人々とは深いつながり
があります。

阿賀野川と豊かな森林。これらを
学ぶことが、阿賀町の子らには大
切です。

豊かな森林阿賀野川



❻ つながる阿賀学
～ 保育園と ～

“ふれあいを大切に。
好きをたくさん増やす。”

幼児期の「阿賀学」は、「10の
姿」を前提に、「遊び」を通じて、
地域の「ひとやもの・こと」と
「ふれあう」ことを大切にします。

「ふれあう」ことを通して、地域
の好きな「ひと・もの・こと」を
たくさん増やしていきます。



❼ つながる阿賀学②
～ 低学年と ～
１，２年生の「阿賀学」は生活科
や特別活動を中心に行います。昔
遊びや町探検を通じて、学区のひ
とやもの・ことをふれあい、知る
ことができます。また、大きくな
った自分の成長を振り返ることを
通して、「自分を知る（キャリア
の視点）」ことができます。

また、地域の伝統行事に参加す
ることも阿賀学です。

自分が生活する地域の好きなひ
と・もの・ことをたくさん見つけ、
自分と地域のつながりを実感させ
ていきます。

自分

まち

たんけん

地域行事
への参加

季節探し

昔遊び



阿賀学は、様々なひとと
つながることも大切にして
います。

同じテーマで学習してい
るほかの学校の仲間と意見
交流したり、問題を見つけ
解決したりすることができ
ます。

町外の仲間とつながるこ
ともできます。

❽ つながる
阿賀学③

他校と他地域と



❾ 阿賀学レシピ

阿賀学を創る手掛かりとしていただ
くものとして作りました。

「素材（学習材）」「手順」を簡略
的にまとめています。単元例を数例紹
介していますが、実際には先生方より
アレンジしていただきながら、阿賀学
を子どもたちと一緒に創っていただき
たいのです。

先生方が作られた「レシピ」を追加
していただきたいと計画しています。
ご協力をお願します。

【※フォーマットは共通とします。】



“みんなで”を
合言葉に

AIで阿賀町の過
疎問題を解決す
る。

大人になったら、
町で起業したい。

雪の中を走るSL
が迫力があって好
き。

夏になると蛍がき
れいなんだよ。

やっぱり阿賀野川
はいいなあ。

ユキツバキで商品
開発して売り出す
ぞ。

みんなが安心して
暮らせる町にする
ために、活動する。

「阿賀町が好き。」「阿賀町のことを誇

りをもって語れる。」「阿賀町に貢献す

る。」など、こんな実りをたくさん持つ「ひ

と」に、阿賀学を通じて育んでいきませ

んか？
阿
賀
の
子
の
木
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